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（脳交感神経中枢活性化は腎内レニン・アンジオテンシン系を活性化し食塩誘発性夜間多尿を引き起こ

す） 

論文内容の要旨 

〔目 的(Objective)〕 

夜間多尿は夜間の過剰な尿産生として定義され、夜間頻尿の主な原因である。これまでに加齢に伴う一酸化窒素（NO）

の低下および高塩分摂取が、腎局所レニン–アンジオテンシン系（renin–angiotensin system: RAS）を介して夜間多

尿を誘発することを報告されているが、その機序は十分に解明されていない。本研究ではNO低下と高塩分摂取が、腎

交感神経活性およびその上位中枢である脳性交感神経系を介して腎局所RASを活性化させるという仮説を検証した。N

ω-nitro-L-arginine methyl ester（L-NAME）と高塩食により作製した夜間多尿マウスモデルにおいて、視床下部室

傍核（paraventricular nucleus: PVN）の神経活動および腎交感神経除神経術（腎除神経）が腎局所RAS活性および夜

間多尿に及ぼす影響を評価した。 

 

〔方法ならびに成績(Methods/Results)〕 

L-NAMEおよび高塩分食投与により夜間多尿モデルマウスを作製し、腎局所RAS活性とPVNのc-Fos発現により脳交感神経

中枢活性を評価した。また、同モデルマウスに対して腎除神経を施行し腎局所RAS活性および非活動期尿率を指標とし

て夜間多尿への影響を検討した。 

夜間多尿モデルマウスでは、腎アンジオテンシノーゲン（AGT）およびPVNのc-Fos発現が有意に増加し、交感神経活性

の亢進が示唆された。腎除神経は腎AGT（1.070±0.091 vs. 1.595±0.136, P<0.01）および非活動期尿率（0.182±0.018 

vs. 0.338±0.021, P<0.01）をsham群と比較して有意に低下させた。 

 

〔総 括(Conclusion)〕 

脳中枢性交感神経の活性化は腎局所RAS活性を亢進し食塩誘発性夜間多尿を引き起こす可能性がある。腎除神経は腎局

所RAS活性および夜間多尿を改善しうる治療戦略となることが示唆された。 

 




